
国立大学法人東京農工大学農学部教育規則の一部改正 
国立大学法人東京農工大学農学部教育規則を次のとおり改正する。 

現    行 改  正  案 備 考 
国立大学法人東京農工大学農学部教育規則 

 

平成１６年４月１日 

１６農 教 規則第３号 

 

第１条  省 略 

 
（教育課程の内容及び履修方法） 
第２条 各学科ごとの教育課程の内容及び履修方法は、次の各号に掲げるとおり

とする。 
一 教養科目については、別表（１） 
二 専門科目のうち基礎・専門教養科目については、別表（２） 
三 専門科目のうち学科専門科目については、別表（３）及び別表（４） 
 四 学部補習科目については、別表（５） 
２～３  省 略 
 

（新設） 

 

 

 

 

第３条  省 略 

２～３  省 略 

４ 他の学部の博物館に関する授業科目を履修しようとする者は、第２項の規定

にかかわらず、所定の期日までに博物館に関する科目の履修願書により、学部

 

 

 

 

 

第１条  省 略（現行どおり） 

 
（教育課程の内容及び履修方法） 
第２条 各学科ごとの教育課程の内容及び履修方法は、次の各号に掲げるとおり

とする。 
一 教養科目については、別表（１） 
二 専門科目のうち基礎・専門教養科目については、別表（２） 
三 専門科目のうち学科専門科目については、別表（３）及び別表（４） 
 削る 
２～３  省 略（現行どおり） 
 

第２条の２ 博物館学芸員資格を取得しようとする者のために、博物館に関する

授業科目を開設する。 

２ 博物館に関する授業科目の名称及び単位数並びに履修については、別表（５）

のとおりとする。 

 

第３条  省 略（現行どおり） 

２～３  省 略（現行どおり） 

４ 削除 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



長を経て、当該他の学部長に願い出て、その許可を得なければならない。この

場合、修得した単位は、卒業に必要な単位に算入しない。 

５～６  省 略 

 

 

 

第４条  省 略 

 

（卒業論文の提出時期・審査の方法等） 

第５条 学則第１００条第４項の規定により、卒業論文を作成しようとする者は、

１０月３１日までに卒業論文履修届書を指導教員の承認を受けて学部長に届け

出なければならない。 
２ 卒業論文は、各学科の定める日までに、指導教員に提出しなければならない。 
３ 提出された卒業論文については、各学科においてそれぞれ審査を行い、指導

教員が成績を評価し、その合格者には所定の単位を与える。 
 

第６条～第１１条 省 略 

 

 

附 則  省 略 

 
 
５～６  省 略（現行どおり） 

 

 

 

第４条  省 略（現行どおり） 

 

（卒業論文の提出時期、審査の方法等） 
第５条 学則第１００条に定める卒業論文を履修する者は、各学科の定める日ま

でに、当該卒業論文を指導教員に提出しなければならない。 
 
２ 削除 
３ 提出された卒業論文については、各学科においてそれぞれ審査を行い、指導

教員が成績を評価し、その合格者には所定の単位を与える。 
 

第６条～第１１条 省 略（現行どおり） 

 

 

附 則  省 略（現行どおり） 

附 則（２０ 農 教 規則第２号） 

 この規則は、平成２０年４月１日から施行し、第２条第１項第４号を削る改正

規定、別表（２）及び別表（３）地域生態システム学科の表の一部を変更する改

正規定は、平成２０年４月に１年次に入学した学生から適用する。 

 



備　考

地域生態システム学科 地域生態システム学科

区分 授　業　科　目 単位数 区分 授　業　科　目 単位数 区分 授　業　科　目 単位数 区分 授　業　科　目 単位数

地域生態システム学 ◎４ 比較心理学 2 地域生態システム学 ◎４ 比較心理学 2

地域生態システム学実習Ⅰ ◎1 野生動物保全政策学 2 地域生態システム学実習Ⅰ ◎1 野生動物保全政策学 2

地域生態システム学実習Ⅱ ◎1 動物福祉論 2 地域生態システム学実習Ⅱ ◎1 動物福祉論 2

地域社会システム調査実習 ○1 農業経営・生産組織学 2 地域社会システム調査実習 ○1 農業経営・生産組織学 2

地域生態システム学実験Ⅰ（物理系） ○1 生態・環境情報工学 2 地域生態システム学実験Ⅰ（物理系） ○1 生態・環境情報工学 2

地域生態システム学実験Ⅱ（化学系） ○1 リモートセンシング論 2 地域生態システム学実験Ⅱ（化学系） ○1 リモートセンシング論 2

地域生態システム学実験Ⅲ（生物系） ○1 動物環境生理学 2 地域生態システム学実験Ⅲ（生物系） ○1 動物環境生理学 2

地域生態システム学セミナー ○1 動物社会生態学 2 地域生態システム学セミナー ◎1 動物社会生態学 2

地域生態システム学特別演習Ⅰ ◎1 森林立地学 2 地域生態システム学特別演習Ⅰ ◎1 森林立地学 2

地域生態システム学特別演習Ⅱ ◎1 森林生物保全学 2 地域生態システム学特別演習Ⅱ ◎1 森林生物保全学 2

地域生態システム学特別演習Ⅲ ◎2 森林政策学 2 地域生態システム学特別演習Ⅲ ◎2 森林政策学 2

卒業論文 8 健康アメニティ論 2 卒業論文 8 健康アメニティ論 2

インターンシップ 1 環境倫理学 2 インターンシップ 1 環境倫理学 2

景観生態学 2 環境教育学 2 景観生態学 2 環境教育学 2

地域環境社会学 2 生物生産環境学 2 地域環境社会学 2 生物生産環境学 2

地域社会システム計画論 2 国際協力論 2 地域社会システム計画論 2 国際協力論 2

水資源管理論 2 保全遺伝生態学 2 水資源管理論 2 保全遺伝生態学 2

造園学 2 森林生産システム学 2 造園学 2 森林生産システム学 2

植生管理学 2 山地保全学 2 植生管理学 2 山地保全学 2

森林生態学 2 砂防工学 2 森林生態学 2 砂防工学 2

測量学Ⅰ 2 構造解析学 2 測量学Ⅰ 2 構造解析学 2

土壌生態管理学 2 環境地盤工学 2 土壌生態管理学 2 環境地盤工学 2

サステナブルツーリズム論 2 農地工学 2 サステナブルツーリズム論 2 農地工学 2

インタープリテーション技術 2 振動学 2 インタープリテーション技術 2 振動学 2

環境の計測 2 熱環境工学 2 環境の計測 2 熱環境工学 2

生物多様性保全学 2 植生学 2 生物多様性保全学 2 植生学 2

地域パートナシップ論 1 野生動物保全技術学 2 地域パートナシップ論 1 野生動物保全技術学 2

NGO･NPO論 1 動物生態学 2 NGO･NPO論 1 動物生態学 2

水文学 2 環境生理生態学 2 水文学 2 環境生理生態学 2

環境土壌物理学 2 自然修復技術論 2 環境土壌物理学 2 自然修復技術論 2

比較行動学 2 森林保護・樹木医学 2 比較行動学 2 森林保護・樹木医学 2

ヒトと動物の関係論 2 森林施業論 2 ヒトと動物の関係論 2 森林施業論 2

測量学Ⅱ 2 バイオマス利用論 2 測量学Ⅱ 2 バイオマス利用論 2

河川生態論 2 循環資源利用学概論 2 河川生態論 2 循環資源利用学概論 2

ＧＩＳの基礎と演習 2 持続的森林管理論 2 ＧＩＳの基礎と演習 2 持続的森林管理論 2

環境経済政策学 2 国際開発論 2 環境経済政策学 2 国際開発論 2

環境公法 2 灌漑排水工学 2 環境公法 2 灌漑排水工学 2

農村地域計画学 2 森林施設工学 2 農村地域計画学 2 森林施設工学 2

森林計画学 2 水利施設工学 2 森林計画学 2 水利施設工学 2

持続可能な開発のための教育(ESD) 2 農産プロセス流通工学 2 持続可能な開発のための教育(ESD) 2 農産プロセス流通工学 2

水理学 2 生業民俗学 2 水理学 2 生業民俗学 2

エコマテリアル 2 共生社会思想 2 エコマテリアル 2 共生社会思想 2

応用力学 2 風土・人間・社会論 2 応用力学 2 風土・人間・社会論 2

土質力学 2 農業市場学 2 土質力学 2 農業市場学 2

環境文化史 2 農業経済学 2 環境文化史 2 農業経済学 2

環境哲学 2 作物栽培学 2 環境哲学 2 作物栽培学 2

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則の一部を改正する規則

現　　　　行 改　　正　　案

備　考 備　考備　考 備　考
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この中から必修１０単
位及び○印の授業科
目３単位以上を含め
て、６６単位以上を修
得すること。
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この中から必修１１単
位及び○印の授業科
目２単位以上を含め
て、６６単位以上を修
得すること。

パ

ッ
ケ
ー
ジ
科
目
･
推
奨
科
目



備考

基礎数学Ⅰ 2 ○ ○ 基礎数学Ⅰ 2 ○ ○ ○ ○

基礎数学Ⅱ 2 ○ 基礎数学Ⅱ 2 ○ ○ ○

数理統計学 2 ○ ○ ○ 数理統計学 2 ○ ○ ○ ○ ○

物理学基礎 2

応用物理学 2 ○ ○ ○ 応用物理学 2 ○ ○ ○ ○ ○

物理学実験 1 物理学実験 1 ○ ○

化学基礎 2

無 機 化 学 2 ○ ○ 無 機 化 学 2 ○ ○ ○ ○

物理化学Ａ 2 ○ ○ 物理化学Ａ 2 ○ ○ ○ ○

物理化学Ｂ 2 ○ 物理化学Ｂ 2 ○ ○ ○

有 機 化 学 2 ◎ ○ ○ 有 機 化 学 2 ◎ ○ ○ ○

化 学 実 験 1 ◎ ◎ 化 学 実 験 1 ◎ ◎ ○

生物学基礎 2

生 　態 　学 2 ○ ○ ○ 生 　態 　学 2 ○ ○ ○ ○ ○

植　 物　 学 2 ○ ○ 植　 物　 学 2 ○ ○ ○ ○

動　 物 　学 2 ○ 動　 物 　学 2 ○ ○ ○ ○

微 生 物 学 2 ○ ○ 微 生 物 学 2 ○ ○ ○ ○

細胞生物学 2 ◎ ◎ 細胞生物学 2 ◎ ○ ◎

遺　 伝　 学 2 ○ ○ ◎ 遺　 伝　 学 2 ○ ○ ○ ○ ◎

生物学実験 1 ◎ ◎ 生物学実験 1 ◎ ◎ ○

地球環境地学 2 ○ 地球環境地学 2 ○ ○ ○

地 学 実 験 1 地 学 実 験 1 ○ ○

情報 処理学 情報処理学 2 ◎ ○ ○ ◎ 情報 処理学 情報処理学 2 ◎ ○ ○ ○ ◎

農  業  史 2 農  業  史 2 ○ ○

環境経済学 2 ○ 環境経済学 2 ○ ○ ○

農業環境地理学 2 ○ 農業環境地理学 2 ○ ○ ○

環境思想史 2 ○ 環境思想史 2 ○ ○ ○

現代農業論 2 現代農業論 2

国際環境農学 2 国際環境農学 2

産  業  史 2 産  業  史 2

科学史 2 科学史 2

技術者倫理 2 技術者倫理 2

知的財産権論 2 知的財産権論 2

生物資源論 2 生物資源論 2

環境生物相関論 2 環境生物相関論 2

動物と人間の行動 2 ◎ 動物と人間の行動 2 ◎

生 命 倫 理 2 生 命 倫 理 2

自然保護文化論 2 自然保護文化論 2

備考（１）◎印の授業科目は、必修とする。

（２）物理学基礎、化学基礎及び生物学基礎は、卒業に必要な単位に認めない。　

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則の一部を改正する規則
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数　学

地　学

人文社会科学

物理学

化　学

生物学

備考　◎印の授業科目は、必修とする。

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

必修科目２
単位を含め、
６単位以上を
修得するこ
と。

専
門
教
養
科
目

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

この中から６
単位以上を
修得するこ
と。

必修科目２
単位を含め、
６単位以上を
修得するこ
と。

区　　分 授業科目

別表（２）（第２条関係）

基礎・専門教養科目

獣医学科

単
位
数

学　　　　　　　科　　　　　　　名

生物生産学科 応用生物科学科

人文社会科学

生物学

化　学

地域生態システム学科

必修科目８
単位を含め、
１８単位以上
を修得するこ
と。

必修科目２
単位と○印
の授業科目
を合わせ１６
単位以上を
修得するこ
と。

この中から、
２２単位以上
を修得するこ
と。

 ○印の授業
科目の中か
ら１２単位以
上を修得す
ること。

生物生産学科 応用生物科学科 環境資源科学科
区　　分 授業科目

単
位
数

学　　　　　　　科　　　　　　　名

獣医学科地域生態システム学科

必修科目８
単位と○印
の授業科目
を合わせ、１
８単位以上を
修得するこ
と。

必修科目２
単位と○印
の授業科目
を合わせ１６
単位以上を
修得するこ
と。

現　　　　行 改　　正　　案

別表（２）（第２条関係）

○印の授業
科目の中か
ら、２２単位
以上を修得
すること。

 ○印の授業
科目の中か
ら１２単位以
上を修得す
ること。

必修科目６
単位と○印
の授業科目
を合わせ１０
単位以上を
修得するこ
と。

基礎・専門教養科目



備　考

区 　　分 授　業　科　目 備　　　　　　　　考

備考

生物生産学科：

応用生物科学科：

環境資源科学科：

地域生態システム学科：

獣医学科：

高校で物理学、化学および生物学を履修していない者は、物理学
基礎、化学基礎および生物学基礎を履修することが望ましい。

高校で化学および生物学を履修していない者は、化学基礎および
生物学基礎を履修することが望ましい。

高校で化学および生物学を履修していない者は、化学基礎および
生物学基礎を履修することが望ましい。

高校で化学および生物学を履修していない者は、化学基礎および
生物学基礎を履修することが望ましい。

高校で物理学、化学および生物学を履修していない者は、それぞ
れ物理学基礎、化学基礎および生物学基礎を履修することが望ま
しい。

学部補習科目

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則の一部を改正する規則

改　　正　　案現　　　　行

別表（５）（第２条関係）

生物学基礎

削る。

「物理学基礎」、「化学基礎」及び
「生物学基礎」は補習科目として
開講されるため、単位を与えな
い。

学　部　補　習　科　目

物理学基礎

化学基礎



備　考

博物館に関する科目

必修 選択 計

生涯学習概論 1 1

博物館概論 2 2

博物館経営論 1 1

博物館資料論 2 2

博物館情報論 1 1

博物館実習 3 3

視聴覚教育メディア論 1 1

教育学概論 1 1

保存科学 2 2

産業考古学 2 2

（１）学芸員資格を取得しようとする者は、博物館長を経由して学部長の許可を得
て、博物館に関する科目を履修することができる。

（２）この単位は、卒業に必要な単位としては、認めない。

別表（５）（第２条の２関係）

単　　位　　数

授　業　科　目

国立大学法人東京農工大学農学部教育規則の一部を改正する規則

改　　正　　案現　　　　行


